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編　集　信州社会科教育研究会　公益財団法人長野県下水道公社

発　行　公益財団法人長野県下水道公社

も　く　じ　

長野県の水
長
なが

野
の

県
けん

の水
すい

源
げん

　１　水道の水源　　　　　　　　　　　　　 ２・３

　２　水にめぐまれている地
ち

域
いき

　　　　　　　　　 ４

　３　水を得
え

るために努
ど

力
りょく

をしてきた地域　　　　 ５

水とわたしたちのかかわり　　　　　　　　　　　 ６

長野県の地図を見て考えよう　　　　　　　　　　 ７

水のじゅんかん　　　　　　　　　　　　　　  ８・９

水道のしくみ ～水道水ができるまで～   　　　　    １０・１１

下水道のしくみ ～よごれた水がきれいになるまで～   　１２・１３

水道・下水道がなかったら？　　　　　　　　　　 １４

水道・下水道の被
ひ

災
さい

と復
ふっ

旧
きゅう

　　　　　　　　　　　 １５

水道・下水道を大切に使おう！　　　　　　　　　 １６

水道・下水道

長野県の

表紙写真：上
かみ

高
こう

地
ち

（梓
あずさ

川
がわ

と穂
ほ

高
たか

連
れん

峰
ぽう

）／松
まつ

本
もと

市
し

安
あ

曇
づみ



2 3

長
なが

野
の

県
けん

の水
すい

源
げん

１　水道の水源

①　地表水

あなたが住んでいる地
ち

域
いき

の水道の

水源は何だろう。調べてみよう。
調べて
みよう

ダム
25.6%

河川
20.6

深井戸
25.0

湧水等
19.4

浅井戸
5.5

伏流水
３.7

ダム
48.6%

湖沼
0.1

河川
25.0

深井戸
12.3浅井戸

6.6

伏流水
3.3

湖沼
1.4

その他
2.8

地下水
53.7％

地表水
46.3％

地下水
22.2％

地表水
75.0％

長野県
3.2 億㎥（令和 4年度）

全国
152.0 億㎥（令和４年度）

あさ

おく

（長野県環境部「水道統計調査」による） （日本水道協会「水道統計」による）

（注）四捨五入のため、うちわけの合計は 100％にならない場合があります。
し  しゃ ご  にゅう

②　地下水

伏
ふく

流
りゅう

水
すい

　

　伏流水は、河川や河川敷
じき

の下の砂
さ

礫
れき

層
そう

（砂
すな

と小石がま

ざった層）の中を流れている

水のことです。砂礫層の中に

穴
あな

がいくつも空いたパイプ

（集
しゅう

水
すい

管
かん

）を通して伏流水を

集めています。

こ　と　ば

河川水（幸
こう

沢
さわ

川
がわ

取水堰
てい

・木
き

曽
そ

町）

水道に使う水源別
べつ

の取水量
りょう

さまざまな水源

　地表水とは、陸
りく

地
ち

の表
ひょう

面
めん

を流れる水のことをいいます。日本

の水道水の75%は地表水からつくられています。（3ページの

グラフを見てみましょう。）　

　地表水は、ダム水
すい

、河
か

川
せん

水
すい

、湖
こ

沼
しょう

水
すい

に分けられます。ダム水は、

ダムにためた水のことです。河川水は、川を流れている水のこ

とです。湖沼水は、湖・池・沼
ぬま

などにたまっている水のことです。

河川水は、雨の降
ふ

り方や水
みず

辺
べ

の環
かん

境
きょう

によって水
すい

質
しつ

が変
か

わりやす

く、ダム水や湖沼水は、水の動きが小さいため、一度よごれる

と元にもどるまでに時間がかかります。

　地下水は、地面の下を流れる水のことで、井
い

戸
ど

水
すい

、湧
ゆう

水
すい

、伏
ふく

流
りゅう

水
すい

に分けられます。井戸水は、地表に穴
あな

（井戸）をほってくみ上

げた水のことです。湧水は、地下水が地面の上に自
し

然
ぜん

に湧
わ

き出

てきた水のことです。（伏流水については、3ページの「ことば」

を見てみましょう。）

　地下水は一年を通して水温の変
へん

化
か

が少なく、きれいな水質で

あることが多いです。しかし、地上から汚
お

染
せん

物
ぶっ

質
しつ

がしみこむと、

水質が変わることがあります。

水道の水源は、大きく地
ち

表
ひょう

水
すい

と地下水に分けられるよ！

水道ってわたしたちが毎日必
かなら

ず使うものだよね。

水道の水がどこから来ているのか、見てみよう。

ぼくたちが使っている水道の水って、もとはどこから来る水なのかな？

湖沼水 (すずらん湖・麻
お

績
み

村 )

湧水（強
こわ

清
し

水
みず

・塩尻市）井戸水（末
すえ

川
かわ

浅井戸・木曽町）

ダム水（奈
な

良
ら

井
い

ダム・塩
しお

尻
じり

市）

　全国とくらべて、長野県の水

道の水源にはどのような特
とく

徴
ちょう

が

あるのだろう？
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３　水を得
え

るために努
ど

力
りょく

をしてきた地域

①　上伊那地域の田畑をうるおす水　西
にし

天
てん

竜
りゅう

用水 

②　上伊那地域の水がめ　箕
みの

輪
わ

ダム

円
えん

筒
とう

分
ぶん

水
すい

工
こう

（伊那市）

　水を均
きん

等
とう

に分けて水

田に流すは

たらきをし

ています。

西天竜発電所（伊那市）

　2023 年 10 月に改
かい

修
しゅう

工事が完
かん

了
りょう

した新しい

発電所。西天竜用水を

利用して水力発電を行

い、防
ぼう

災
さい

拠
きょ

点
てん

、学習の

場としても利用されて

います。

西天竜用水路ができる前（1918 年）と後（1952 年）の

段丘の土地利用

箕輪ダム（箕輪町）　「もみじ湖」のよび名で

も知られています。

２　水にめぐまれている地
ち

域
いき

①　地下水を守る取り組み

②　森林を育てて、水資
し

源
げん

を守る取り組み
麦のかり取り後に水を張った農地（安

曇野市）

「わさび田
だ

湧
ゆう

水
すい

群
ぐん

憩
いこ

いの広場」（安曇野

市）。右は、干上がって池
いけ

底
ぞこ

があらわ

れたときの様子（2021 年 3 月）

水資源を守るための活動に

はどのようなものがあるか

な。調べてみよう。

調べて
みよう

　安
あ

曇
づみ

野
の

市では、わさび栽
さい

培
ばい

、ニジマス養
よう

殖
しょく

、精
せい

密
みつ

機
き

器
き

の

洗
せん

浄
じょう

、親
しん

水
すい

公園（水と親しめるようにつくられた公園）な

どに地下水が利
り

用
よう

されています。しかし、近年、水田の減
げん

少
しょう

などによって、地下水が少なくなってきています。わさ

び田の水が一時的に干
ひ

上がってしまうこともありました。

　地下水を守るため、さまざまな取り組みが進められてい

ます。安曇野市では、農家の方々と協力し、麦をかり取っ

た農地に１か月ほど水を張
は

り、地下に水を浸
しん

透
とう

させる取り

組みをしています。また、安曇野市にある製
せい

氷
ひょう

会社では、

地下水をくみ上げてつくった氷のうち、使わなかったもの

を溶
と

かして再
ふたた

び地中にもどす取り組みをしています。水

は、地域のみんなで守っていくことが大切です。

　大
おお

町
まち

市にある飲料水メーカーの

工場では、北アルプスの自
し

然
ぜん

が育

んだ良
りょう

質
しつ

な地下水を水
すい

源
げん

とし、県

内外に多くのミネラルウォーター

を出荷しています。「100 年先の

未来もおいしい水を守りたい」を

理
り

念
ねん

に、「ふかふかの土がおいしい水をつくる」との考えから、大町市有林や国
こく

営
えい

アルプ

スあづみの公園の森林整
せい

備
び

活動を行い、森林を育てて水資源を守ろうとする取り組みをし

ています。

間
かん

伐
ばつ

地下水調
ちょう

査
さ

　この地域には、段
だん

丘
きゅう

の上に水田をつくりた

いという願
ねが

いが古くからありました。この願

いを実
じつ

現
げん

するため、諏
す

訪
わ

湖から流れ出す天竜

川の水を、西側
がわ

の段丘の上まで運ぶ西天竜用

水路がつくられました。

　西天竜用水路は岡
おか

谷
や

市の川
かわ

岸
ぎし

地区で取り

入れた水を、辰
たつ

野
の

町から伊那市までの天竜

川西側の段丘へ運ぶ、約
やく

26㎞の長さの用水

路です。工事は、1919（大
たい

正
しょう

８）年から

1939（昭
しょう

和
わ

14）年まで行われました。

　この地域では、生活用水の水源を地下水にたよっ

ており、水源の確
かく

保
ほ

に苦
く

労
ろう

をしてきました。そこで、

どこでも安定して河
か

川
せん

水
すい

を利用できるようにするた

め、箕輪ダムがつくられました。箕輪町、南箕輪村、

伊那市、宮
みや

田
だ

村、駒
こま

ヶ
が

根
ね

市の５つの市町村に毎日約

3600万Ｌ（3.6 万 t）の水を送っています。

　ダムで水量の調
ちょう

節
せつ

をすることによって、洪
こう

水
ずい

から

人々を守るはたらきもしています。

長
なが

野
の

県
けん

は、地下水が豊
ほう

富
ふ

なことで有名だよね。

大切な水を守るために、地域や企
き

業
ぎょう

の人たちが協
きょう

力
りょく

しているよ。

でも、地下水がへっている地域もあるみたいだよ。

長野県には水源がたくさんあるから、水にこまることはなさそうだね。

　その中の一つが上
かみ

伊
い

那
な

地域だね。大切な水を得るためにどんな工
く

夫
ふう

をして、水のある

くらしをつくってきたのかを見てみよう。

でも、水を得るために多くの努力をしてきた地域もあるみたいだよ。
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水とわたしたちのかかわり

②　工業用水

塩田平のため池（上田市）

ラバーダム（須坂市）

電子部品の洗
せん

浄
じょう

（工業製品工場・茅野市）

ビール醸造所（御代田町）

長野県の地図を見て考えよう

川

p.4 わさび田
だ

湧
ゆう

水
すい

群
ぐん

（安
あ

曇
づみ

野
の

市）

p.3 すずらん湖

（麻
お

績
み

村）

p.6 塩
しお

田
だ

平
だいら

のため池

（上
うえ

田
だ

市）

p.5 箕
みの

輪
わ

ダム

（箕輪町）

p.3 奈
な

良
ら

井
い

ダム

（塩尻市）

p.3 強
こわ

清
し

水
みず

（塩
しお

尻
じり

市）

p.5 西
にし

天
てん

竜
りゅう

発電所

（伊
い

那
な

市）

■水の利
り

用
よう

とともに発
はっ

達
たつ

してきた地
ち

域
いき

の産
さん

業
ぎょう

①　農業用水

水田をささえるため池の水　

　上
うえ

田
だ

市の塩
しお

田
だ

平
だいら

には、多くのため池があります。た

め池にためられた水は、塩田平に広がる水田に配られ、

たくさんのおいしいお米が生産されています。

くだもの栽
さい

培
ばい

をささえる水　

　須
す

坂
ざか

市を流れる八
や

木
ぎ

沢
さわ

川には、ゴム製
せい

ゲートをふくら

ませて水をためる「ラバーダム」があります。このダム

から取水した水を農業用水としてスプリンクラーに利用

しながら、おいしいブドウやリンゴを育てています。

精
せい

密
みつ

な工業製
せい

品
ひん

の製
せい

造
ぞう

に利用される水

　茅
ち

野
の

市にある工業製品をつくる工場では、地下水から

不
ふ

純
じゅん

物
ぶつ

を取り除
のぞ

いた「純
じゅん

水
すい

」を使って、小さな電子部品

を洗
あら

っています。この地域の地下水は不純物が少なく、少

ない手間で純水をつくることができます。純水は、物を溶
と

かしこみやすい性
せい

質
しつ

があるため、小さなごみや化学物質

を取り除き、高品質な製品をつくることができるのです。

ビールやお酒づくりに利用される水

　御
み

代
よ

田
た

町にあるビール醸
じょう

造
ぞう

所では、ミネラル豊
ほう

富
ふ

な

水を利用してビールづくりをしています。長野県には、

おいしい水を使ってお酒づくりをしている会社がたく

さんあります。

p.2 末
すえ

川
かわ

浅井戸

（木
き

曽
そ

町）

p.4 森林整
せい

備
び

活動（間
かん

伐
ばつ

）

（大
おお

町
まち

市）

p.6 ラバーダム

（須
す

坂
ざか

市）

p.6 工業製
せい

品
ひん

工場

（茅
ち

野
の

市）

p.6 ビール醸
じょう

造
ぞう

所

（御
み

代
よ

田
た

町）

長な
が野の

盆ぼ
ん地ち

上
うえ

田
だ

盆地

佐
さ

久
く

盆
地

松
ま
つ

本
も
と

盆
地

伊い

那な

盆
地

諏
す

訪
わ

盆地

飛ひ 

驒だ 

山さ
ん 

脈み
ゃ
く

木き 

曽そ 

山 

脈

赤あ
か 

石い
し 

山 

脈

　長
なが

野
の

県
けん

内では、地下水を守る取り組みがあったり、水を得
え

るためのいろいろな努
ど

力
りょく

が

あったりしたんだね。

こうして得た水は、どのようなところで使われているのかな？

飲み水のほかにも農業や工業で使われていて、地域の産業をささえているんだよ。

　地図を見ると、長野県には

高い山がたくさんあるね。川は

どの方向へ流れていくのかな？

➊　これまでに登場した水
すい

源
げん

や水にかかわる施
し

設
せつ

などはどこにあ

　るのかな。地図で見てみよう。

❷　　　　 に川や湖の名前を地図帳などで調べて書こう。

❸　❷で書いた４つの川は、長野県から流れ出た後、どの県を流れて

　最後にはどこへ流れ着くのだろう。地図帳を使って調べてみよう。

①

②

⑥

⑧

⑨
⑩

⑪

⑫

⑬

③

④⑤

p.3 幸
こう

沢
さわ

川
がわ

取水堰
てい

（木曽町）

川

湖

川

川

⑦

① ②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩ ⑪

⑫ ⑬

西に
し

天て
ん

竜り
ゅ
う

用
水

P.5
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水のじゅんかん
　水は形を変

か

えて地球上のあちらこちらに存
そん

在
ざい

しています。海の水が蒸
じょう

発
はつ

して雲ができ、

雨となって地上に降
ふ

り注ぎます。この雨水が川となったり、地下にしみこんで地下水となっ

たりして、やがて海へ流れていきます。このくり返しを「水のじゅんかん」といいます。

　わたしたちが生活で使う水道や、使った水をきれいにして流す下水道は、この「水のじゅ

んかん」の一部なのです。

水のじゅんかん（イメージ図）

ということは、水の終着点は海ってことでいいのかな？

川の水は最
さい

後
ご

には海へ流れ着くよね。

本当にそうかな？　水は、地球上をぐるぐるめぐっているんだよ。

　長
なが

野
の

県
けん

内を流れる川の水は、まわりの県を通って海に流れていくよね。

　川の下流に位
い

置
ち

する県は、長野県から流れてくる川の水を使って、水

道水をつくっているんだよ。長野県でくらすみんなは、川の下流でくら

す人たちのことも考えて、きれいな水を守っていこうね。



10 11

水道のしくみ ～水道水ができるまで～

あなたが住んでいる地域の

水道水は、どこで、どのよ

うな方法でつくられている

のかな。調べてみよう。

調べて
みよう

さまざまな浄
じょう

水
すい

場
じょう

　水道水のつくり方は、さまざまな方
ほう

法
ほう

があります。

☆急
きゅう

速
そく

ろ過
か

方式

　水を砂や砂
じゃ

利
り

の層
そう

に

速くくぐらせて、よご

れを取り除
のぞ

きます。

☆緩
かん

速
そく

ろ過
か

方式

　水を砂や砂利の層にゆっくりくぐらせ

て、砂の中の微
び

生
せい

物
ぶつ

のはたらきによって、

よごれを取り除きます。

☆膜
まく

ろ過
か

方式

　小さな穴の空いた膜に

水をくぐらせて、よごれ

を取り除きます。

☆紫
し

外
がい

線
せん

処
しょ

理
り

方式

　水に紫外線の光をあて

て、病原生物の感
かん

染
せん

力
りょく

を

失
うしな

わせます。

①

①

②

②

③

⑤

⑥

⑥

⑦

⑦

①　取
しゅ

水
すい

場
じょう

　ダム・川・井
い

戸
ど

などから原水

を取り入れる場所です。

③　浄
じょう

水
すい

場
じょう

　

　水
すい

源
げん

から送られた原水を

きれいにして、水道水をつ

くる施
し

設
せつ

です。

⑥　配
はい

水
すい

池
ち

　

　水道水を一時的にためておく施
し

設
せつ

です。

②　導
どう

水
すい

管
かん

　

　原水を浄
じょう

水
すい

場
じょう

や配
はい

水
すい

池
ち

まで送

ります。

⑤　送
そう

水
すい

管
かん

　浄
じょう

水
すい

場
じょう

でつくられた水道水を配
はい

水
すい

池
ち

に

送ります。

※地下水は、水
すい

質
しつ

によって浄

　水場で処
しょ

理
り

をする場合もあ

　ります。

⑦　配
はい

水
すい

管
かん

　配
はい

水
すい

池
ち

から水道水を学校や家庭まで送

り届けています。

　塩
えん

素
そ

消
しょう

毒
どく

④　塩
えん

素
そ

消
しょう

毒
どく

　塩素を入れて消毒をします。

水道水は、どこでつくっているのかな？

消
しょう

毒
どく

設
せつ

備
び

（犀
さい

川
がわ

浄水場・長
なが

野
の

市）

配
はい

水
すい

池
ち

（高
たき

家
べ

配水場・安
あ

曇
づみ

野
の

市）

膜
まく

ろ過
か

方式（戸
と

隠
がくし

浄水場・長野市） 紫
し

外
がい

線
せん

処
しょ

理
り

方式（四
よ

ツ
つ

屋
や

浄水場・長野市）緩
かん

速
そく

ろ過
か

方式（染
そめ

屋
や

浄水場・上
うえ

田
だ

市）

着
ちゃく

水
すい

井
せい

　取り入れた水の量
りょう

や

水
すい

位
い

を調整しています。

　水の中のよごれを「フ

ロック」というかたまり

にします。

フロック形
けい

成
せい

池
ち

　「フロック」を沈
しず

め

ます。

沈
ちん

殿
でん

池
ち

蛇
じゃ

口
ぐち

をひねるといつでも水道水が飲めるよね。

④

浄
じょう

水
すい

場
じょう

などの施
し

設
せつ

名

水道水のつくり方（次の中から選
えら

ぼう）

　・急
きゅう

速
そく

ろ過
か

方式

　・緩
かん

速
そく

ろ過
か

方式

　・膜
まく

ろ過
か

方式

　・紫
し

外
がい

線
せん

処
しょ

理
り

方式

　・地下水（塩
えん

素
そ

消
しょう

毒
どく

のみ）

　水道水は、浄
じょう

水
すい

場
じょう

でつくって

いて、みんなのところまで届
とど

け

られているんだよ。

　砂や砂利の層に水を

くぐらせて、よごれを

取り除きます。

急
きゅう

速
そく

ろ過
か

池
ち

　塩
えん

素
そ

消
しょう

毒
どく

④
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下水道のしくみ ～よごれた水がきれいになるまで～

下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

できれいになった水は、川に流すほかに、どこで再
さい

利
り

用
よう

されているかな。

調べてみよう。

調べて
みよう

　下水道は、わたしたちが使った水をきれいにして川にかえしています。そして、下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

で取り除
のぞ

いたよごれ（汚
お

泥
でい

）は、セメントの原
げん

料
りょう

や肥
ひ

料
りょう

などにもリサイクルされています。

　下水道を正しく使うことが、わたしたちのくらしや自
し

然
ぜん

を守ることにつながっています。

活
かっ

性
せい

汚
お

泥
でい

　

　よごれた水をきれ

いにする微
び

生
せい

物
ぶつ

の集

まりのこと。たくさ

ん空気を入れるとよ

ごれを食べ、大きな

かたまりとなります。

こ　と　ば微
び

生
せい

物
ぶつ

のはたらき

反
はん

応
のう

タンク　たくさん空気を入れ

ると、微
び

生
せい

物
ぶつ

は元気に動き回って

よごれを食べてくれます。

最
さい

終
しゅう

沈
ちん

殿
でん

池
ち

　よごれを食べた微
び

生
せい

物
ぶつ

が数をふやし、集まって沈
しず

みま

す。

水をきれいにする微
び

生
せい

物
ぶつ

　微
び

生
せい

物
ぶつ

は、目に見えない小さな生き物です。反
はん

応
のう

タンクの中にはたくさんの微
び

生
せい

物
ぶつ

がいます。

クマムシ

　クマみたいにのっそりと移
い

動
どう

し

ます。足が 8本あります。

ツリガネムシ

　体がつりがねの形に似
に

ています。

口のまわりの毛を動かして流れを

起こし、細
さい

菌
きん

類
るい

などを食べます。

イタチムシ

　イタチに似ています。すべるよ

うに泳ぎ回ります。

　雨水は側
そっ

溝
こう

や水路等を通っ

て川へ流れます。（分
ぶん

流
りゅう

式
しき

）

②
①

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

①　下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

　

　家庭や工場などで使ってよごれた水

は下水道管を通って流れていきます。

②　ポンプ場

　低
ひく

いところから高

いところに水を送る

必
ひつ

要
よう

がある場合は、

ポンプでよごれた水

をくみ上げて送りま

す。

⑧　汚
お

泥
でい

濃
のう

縮
しゅく

槽
そう

　水分をへらして汚
お

泥
でい

の量
りょう

を少なくします。

⑨　消
しょう

化
か

タンク

　水分をへらして濃
こ

くなった汚
お

泥
でい

を発
はっ

酵
こう

（消
しょう

化
か

）させ、さらに汚
お

泥
でい

の量を少なくします。

⑪　汚
お

泥
でい

脱
だっ

水
すい

機
き

　汚
お

泥
でい

の水分を取り

除きます。

　自動車の燃
ねん

料
りょう

や都市ガスなどの

エネルギーとして利
り

用
よう

します。

　消
しょう

化
か

ガスを使って発電し、下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

内で利用します。

　汚
お

泥
でい

をセメントの原料や建
けん

設
せつ

資
し

材
ざい

、肥
ひ

料
りょう

などにリサイクルし

ます。

※下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

は、方式によって設
せつ

備
び

が異
こと

　なります。

⑧
⑨

⑪

流
りゅう

入
にゅう

水
すい

放
ほう

流
りゅう

水
すい　沈めた汚

お

泥
でい

は汚
お

泥
でい

処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

に運ばれます。

ウェブサイトでもっとたくさんの微
び

生
せい

物
ぶつ

を見てみよう！

きれいな上ずみ水

沈
しず

んだ活
かっ

性
せい

汚
お

泥
でい

実は、微
び

生
せい

物
ぶつ

がよごれを食べて水をきれいにしてくれるんだよ。

　どうやってよごれた水をきれい

にしているのかな？

微
び

生
せい

物
ぶつ

が水をきれいにしているなんて、びっくりだね！

④　最
さい

初
しょ

沈
ちん

殿
でん

池
ち

　小さなごみや泥
どろ

を

沈
しず

めます。（方式に

よってはないところ

もあります。）

③　沈
ちん

砂
さ

池
ち

　大きな砂やごみを

取り除きます。

⑥　最
さい

終
しゅう

沈
ちん

殿
でん

池
ち

　よごれを食べた微
び

生
せい

物
ぶつ

が沈
しず

み、きれい

な上ずみ水は消
しょう

毒
どく

設
せつ

備
び

に送られます。

⑤　反
はん

応
のう

タンク

　空気を入れて微
び

生
せい

物
ぶつ

がはたらきやすい

環
かん

境
きょう

を整えます。

⑦　消
しょう

毒
どく

設
せつ

備
び

　塩
えん

素
そ

などで消毒し

て、きれいになった

水を川に放流します。

水
みず

処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

汚
お

泥
でい

処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

下げ

水す
い

処し
ょ

理り

場
じ
ょ
う

③～⑥の写真

伊
い

那
な

浄
じょう

水
すい

管
かん

理
り

センター

有ゆ
う

効こ
う

利り

用よ
う

下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

ポンプ場

⑩

沈
ちん

砂
さ

池
ち

最
さい

初
しょ

沈
ちん

殿
でん

池
ち

反
はん

応
のう

タンク 最
さい

終
しゅう

沈
ちん

殿
でん

池
ち

消
しょう

毒
どく

設
せつ

備
び

汚
お

泥
でい

濃
のう

縮
しゅく

槽
そう

消
しょう

化
か

タンク

汚
お

泥
でい

脱
だっ

水
すい

機
き

⑩　ガスホルダー

　消
しょう

化
か

タンク内で発生したガ

ス（消
しょう

化
か

ガス）を貯
た

めます。

　洗
せん

剤
ざい

や薬を使ってきれいにして

いるんじゃない？
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水道・下水道がなかったら？
■わたしたちのくらしと水道・下水道

①　なぜ、水道・下水道がつくられたのでしょうか

　水道や下水道ができる前は、川や井
い

戸
ど

から水をくんで使い、よごれ

た水はそのまま川などに流していました。そして川の水を飲んだ人た

ちが病気になってしまうことがありました。

　そこで明
めい

治
じ

時代から、きれいで安全な水を使えるようにするために

水道が、よごれた水を集めてきれいにするために下水道がつくられ始

めました。

②　水道・下水道の役
やく

割
わり

【水道の役割】

・きれいで安全な水を届
とど

けます。

・必
ひつ

要
よう

な分の水をいつでも使えるようにします。

・安い値
ね

段
だん

で水を使えるようにします。

【下水道の役割】

・わたしたちが使ってよごれた水を下水処
しょ

理
り

場
じょう

へ集め、まちを清
せい

潔
けつ

に保
たも

ちます。

・よごれた水を下水処理場できれいにして川や海に流します。

・まちに降
ふ

った雨水を川や海へ流し、まちを浸
しん

水
すい

から守ります。

　

　諏訪湖では、まだ下水道が整
せい

備
び

されていなかっ

たころ、家庭や工場からよごれた水が流れてきて、

そのよごれを栄
えい

養
よう

にする「アオコ」とよばれるプランクトンが大
たい

量
りょう

発生しました。現
げん

在
ざい

は

下水道の整備などにより、水
すい

質
しつ

としては泳げるくらいまできれいになってきています。

諏
す

訪
わ

湖
こ

の水をきれいに
1971 年の諏訪湖 2022 年の諏訪湖

100 円で使える水の量

水道・下水道の被
ひ

災
さい

と復
ふっ

旧
きゅう

■自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

と水道・下水道

家庭での水の使われ方

（東京都水道局「令和 3年度 一般家庭水

使用目的別実態調査」より作成）

①　地震による被災と復旧

　地震によって水道管や浄
じょう

水
すい

場
じょう

がこわれると水道水を届けられなく

なってしまいます。そんなときには県内外から給
きゅう

水
すい

車
しゃ

がやってきて、

ひなん所などに水が届けられます。また、こわれた水道管を一日で

も早く直すために多くの人が協
きょう

力
りょく

して工事を行います。2024年

( 令
れい

和
わ

６年 ) １月に発生した能
の

登
と

半島地震では、長野県内からも多く

の人が被災地にかけつけ、復旧活動を行いました。

　下水道管も地震によってこわれてしまうことがあります。水道が

使えるようになっても下水道が使えないままでは使った水を流すこ

とができないので、水道管だけでなく下水道管もいち早く直す必
ひつ

要
よう

があります。

②　大雨による被災と復旧

　2019年 ( 令和元年 )10月、台風19号の大雨によって、千
ち

曲
くま

川の水があふれ、下水処理場「クリーンピア千曲」が浸
しん

水
すい

し、

下水処理ができなくなってしまいました。国の組
そ

織
しき

などの支
し

援
えん

によって、被災から11日後には簡
かん

易
い

的
てき

な下水処理を再
さい

開
かい

しま

した。しかし、完
かん

全
ぜん

復旧するまでに約2年半かかりました。

水道や下水道が使えなくなったときのために、どのような準
じゅん

備
び

をしておけばいいか

な。考えてみよう。

考えて
みよう

地震で折れた水道管

（2014 年11月、長野県神
かみ

城
しろ

断
だん

層
そう

地震）

浸水したクリーンピア千曲

（長野市）

おふろ
43%洗濯

16

炊事
15

トイレ
20

せんたく

すい じ

洗面・その他
６

せんめん

おふろのほかに、トイレ、料
りょう

理
り

、洗
せん

濯
たく

、歯みがき……いっぱい使っているね。

　わたしたちが使ってよごれた水は下水道に流れていくんだよね。もし、水道や下水道

がなかったらどうなっちゃうのかな？

大きな地
じ

震
しん

があった場所では水道管
かん

や下水道管がこわれていたね。

大雨が降ったときには川の水があふれて下水処理場が止まってしまったね。

　自然災害によって水道や下水道が使えなくなったとき、早く元の生活にもどれるよう

に、いろいろな人ががんばっているよ。

被災地での給水活動

（2024年 1月、能登半島地震）

　ペットボトルの水２Ｌを１００円とすると、同じ金
きん

額
がく

で水道水は約５００Ｌ（２５０倍）

もの量を使うことができるんだよ。

　わたしたちは、一人で１日に２００～３００Ｌも水を使うんだよ。この量
りょう

は家

のおふろの何
なん

杯
ばい

分
ぶん

になるのかな？

やく
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冬は凍
とう

結
けつ

に注意

台所のごみは流さない トイレットペーパー以
い

外
がい

はトイレに流さない
排
はい

水
すい

口
こう

の髪
かみ

の毛は

取り除
のぞ

く

食用油は流さず、
回
かい

収
しゅう

またはごみとして処
しょ

分
ぶん

を
灯
とう

油
ゆ

などを流してしまったら、

市町村へ連
れん

絡
らく

を
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名　前

蛇
じゃ

口
ぐち

はこまめにしめて節
せっ

水
すい

を

　手
て

洗
あら

いや歯みがき、

シャワーなどで水を

使うときは、水の流

しっぱなしをやめま

しょう。１分間水を

止めると、約
やく

１２Ｌも

節水になります。

　気温が氷点下にな

ると、水道管
かん

が凍結

することがあります。

保
ほ

温
おん

材
ざい

などを使って、

屋
おく

外
がい

の水道管の凍結

を防
ふせ

ぎましょう。

　野
や

菜
さい

くずやビニール袋
ぶくろ

などは、排
はい

水
すい

管や下水道管のつまりの原
げん

因
いん

になりま

す。流さずに取り除
のぞ

くようにしましょ

う。

　ティッシュペーパーなど水に溶
と

けな

いものはトイレに流さないでくださ

い。トイレや排水管のつまりの原因に

なります。

　髪の毛は排水管のつなぎ目に引っか

かり、つまりの原因になります。排水

口の髪の毛は、取り除くようにしま

しょう。

　油は排水管のまわりに

くっついてつまりの原因に

なります。

　食用油は、資
し

源
げん

として回
かい

収
しゅう

するか、新聞紙などに吸
す

いこませて燃
も

えるごみとし

て捨
す

てるようにしましょう。

　灯油やガソリンが川や下水道に

流れると事
じ

故
こ

の原因になるので、

市町村へ連絡をしてください。

　また、農薬などの薬品を流すと、

下水処
しょ

理
り

場
じょう

の微
び

生
せい

物
ぶつ

が死んでしま

うので、絶
ぜっ

対
たい

に流さないようにし

ましょう。

②　下水道を使うときは…

①　水道を使うときは…

水道・下水道を大切に使おう！

※ QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

おうちの人といっしょに読もう！

（令和7年3月　発行）

長野市大字南長野字幅下 667-6

電話　026-232-2373

問
い
合
わ
せ
先

こ
こ
か
ら
も

読
め
る
よ
！


